KIU管理者基礎講習

KIU技術部会


■　KIU 管理者基礎講習会　UNIX管理基礎3 

第2版　1999/11/15　改定

BSD/OSからFreeBSDへの変更

対象：
KIU会員でKIU供与のUNIXサーバ（cache）を利用する組織の管理者


KIU会員でDNS管理に携わる管理者（とくにUUCPサービスを利用するもの）

前提：
Windows95/98/NTが利用できること

MS-DOSの経験があることが望ましい


UNIX管理基礎1,2受講済みが望ましい

環境：ネットワーク経由で利用できるUNIXサーバ（KIUモデル）とWindows-PC

教材：　uucpの環境を事前に構築しておくこと

時間： 2.5h（メール送受信実習を含む）

目的：
UNIXサーバでユーザを登録・削除できること


UNIXサーバ上でファイルの移動などができること

UUCPの概要が理解できること

内容：

1) KIUのUNIXサーバの役割（復習）

2) ユーザ登録・削除の方法

3) 電子メールサーバ

4) ファイルのバックアップ

5) uucpの仕組みと動作確認

備考：

参考URL  http://www.reitaku-u.ac.jp/infosci/netwk/netwk01.html

１．UNIXサーバの役割（復習）

　KIUモデルのUNIXサーバは以下の仕事をしています

　　　　・proxy/cache 
ブラウザからリクエストを中継し、得た情報を蓄積する




２度め以降のリクエストは蓄積情報を応答する




→  回線帯域の有効利用

　　　　・DNS（概要）
ドメイン名からIPアドレスへの変換




自身は学校内のアドレスのみ解決できる




解決できないアドレスは上位サーバへ問い合わせる

· E-Mail（予定）児童用メールサーバとして利用できるようにします

· UUCP
 
ISDN接続の場合に定期的に接続を行ってメール交換します

  のぞみモデルのUNIXサーバは以下の仕事をしています

　　　　・proxy/cache 
ブラウザからリクエストを中継し、得た情報を蓄積する




２度め以降のリクエストは蓄積情報を応答する




→  回線帯域の有効利用

　　　　・DNS（概要）
キャッシュ動作のみを行う




解決できないアドレスは上位サーバへ問い合わせる

· E-Mail（予定）

　この他、ルータ機能が付加されているものがあります。これは、校内ネットワークを2分割するために使われます。

２．ユーザ登録・変更・削除

2.1ユーザ登録の概要

FreeBSDでのユーザ登録はコマンドラインで一度に指定して１行分で１人というように登録することもできますし、対話形式で各項目を入力して指定することも出来ます。

コマンドラインで登録する方法は、adduserやpwコマンドを使います。数名の登録であれば、adduserコマンドで対話的に登録を行います。

adduserコマンドは以下のようにオプションを付けて登録することもできますが、オプション無しで対話的に使うのが便利です。

     adduser [-check_only]

             [-class login_class]

             [-config_create]

             [-dotdir dotdir]

             [-group login_group]

             [-h | -help]

             [-home home]

             [-message message_file]

             [-noconfig]

             [-shell shell]

             [-s | -silent | -q | -quiet]

             [-uid uid_start]

             [-v | -verbose]
対話方式で登録する方法は、オプションを何も付けずにadduserコマンドを実行します。

% su -

# adduser

対話処理中に中断する場合は、CTRL+Cを押します。どの段階でも入力された情報を廃棄してコマンドは終了します。

登録作業の前に以下の項目を確認しましょう。

user-name　

ユーザの識別名16文字以内という制限があるが、8文字以下にしておくと他のシステムへの移行も楽になります。

full-name

ユーザの実名を指します。/etc/passwdに記載されます。mailコマンドなどで利用されます。

uid(user-id)

ユーザをシステム内で識別する番号。32000以下の番号をユニークに付けるようにする。uidは/etc/passwdに記録されています。

gid(group-id)

ログイン時に所属するグループを番号で定義します。/etc/groupにグループ名とグループ番号の対応が記録されています。

login-shell

ログイン時に使われるシェルを指定します。システムにloginする必要が無い場合には空欄にするか、適当なスクリプトなどを割り当てるようにします。シェルはコマンドインタープリターで、DOSプロンプトのように入力されるコマンドを実行できる環境を提供するものです。KIUでは標準で/bin/cshが割り当てられるようになっていますが、他にもtcsh,bash,ksh,shなどがあり、それぞれ特徴を持っています。メールのみのユーザの場合には、ログインシェルを未定義にするか、/sbin/nologinなどを定義しなければ外部からの不正侵入の足がかりとなってしまいます。

password

ログイン時のパスワードを指定します。パスワードは/etc/master.passwdに格納されます。

１）グループの確認と追加

グループは/etc/groupに格納されています。

/etc/passwd
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BHMD AT

#Changing user database information for hogem
Shell: /hin/csh

Ful| Name: Hogei.Mogeyana

Location: Reitaku-Univ. Il

0ffice Phone: 334-5678

Home Phone




　　:

kiu10:*:1013:1001:KIU test user:/usr/home/kiu10:/bin/csh

kiu11:*:1014:1001:KIU test user:/usr/home/kiu11:/bin/csh

kiu12:*:1015:1001:KIU test user:/usr/home/kiu12:/bin/csh

kiu13:*:1016:1001:KIU test user:/usr/home/kiu13:/bin/csh
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BHMD AT

#Changing user database information for hogem
Login: hogemi

Password: 3oMAndJ1u0UCO

Uid [#]: 110

Gid [# or name]: 100

Change [month day vear]

Expire [month day year]

Class
Home directory: /fusr/home/hogemi
Shell: nologin

Ful| Name: Hogei. Mogeyana
Location: Rei taku-Univ.
0ffice Phone: 334-5678
Home Phone: [l




    :

/etc/group    対応している

   :

hogemi:*:999:
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ohtsuka:*:1000:

kiu:*:1001:

makino:*:1002:  
   :

追加    # pw addgroup test01 1010

確認　　# pw showgroup test01

削除    # pw delgroup test01

実行例

kiu# adduser

Use option ``-silent'' if you don't want see all warnings & questions.

Check /etc/shells

Check /etc/master.passwd

User Uukiu: uid 66 exists twice: uucp

User Uukiu: illegal shell: ``/usr/libexec/uucp/uucico'' ここは無視してよい

Check /etc/group 

Enter your default shell: csh date no sh [csh]:　デフォルトのシェル指定

Your default shell is: csh -> /bin/csh　　　　　　Enterのみ押す

Enter your default HOME partition: [/usr/home]:

Copy dotfiles from: /usr/share/skel no [/usr/share/skel]:

Send message from file: /etc/adduser.message no

[/etc/adduser.message]:　　　　　初回ログイン時のメッセージ

Create ``/etc/adduser.message''? (y/n) [y]: n　　不要なのでn

File ``/etc/adduser.message'' does not exist, try again? (y/n) [y]: n

Do not send message               

Use passwords (y/n) [y]:        パスワードをセットするのでEnter

Write your changes to /etc/adduser.conf? (y/n) [n]: y

Ok, let's go.

Don't worry about mistakes. I will give you the chance later to correct any inpu

t.                                          ここから実際の登録が始まる

Enter username [a-z0-9_-]: hogemi　　　ユーザ名

Enter full name []: Hogeyama Hogemi　　ユーザの実名

Enter shell csh date no sh [csh]:　　　ログインシェル

Enter home directory (full path) [/usr/home/hogemi]:　ホームディレクトリ

Uid [1000]:　ここでUser-IDを入力する

Enter login class: default []:　デフォルトのままでよい

Login group hogemi [hogemi]:　グループ名を入れる

Login group is ``hogemi''. Invite hogemi into other groups: guest no

[no]:　　　　　　　　　　　誤り）hogemiというグループ名はないといわれている

Enter password []:　　　パスワード入力

Enter password again []:　確認入力

Name:     hogemi

Password: ****

Fullname: Hogeyama Hogemi

Uid:      1000

Gid:      999 (hogemi)

Class:

Groups:   hogemi

HOME:     /usr/home/hogemi

Shell:    /bin/csh

OK? (y/n) [y]:　　　OKならEnter

Added user ``hogemi''

Copy files from /usr/share/skel to /usr/home/hogemi

Add another user? (y/n) [y]: n　　続けて登録するか？しないのでnを入れてEnter

Goodbye!
練習：

自分を実習用サーバに登録します。ログイン名・パスワードは任意とします。ホームディレクトリはデフォルト、グループはuserとします。オフィスや電話番号は設定しないでおきます。

確認は、一旦logout後に再度設定したログイン名とパスワードでloginできることを確認します。1度に一人のユーザしかadduserを起動できません。作業は順番に行いましょう。

2.1.2ユーザの一括登録

[1.目的]

必要な項目を1ユーザーあたり1行にまとめた入力ファイルを元にユーザー(メールアカウント)登録を行う。
[2.Input]

  (1)登録用元ファイル
    CSV形式のテキストファイルで1ユーザー1行構成。
    入力は1バイト英数字(ASCII)のみで以下のフォーマットに則る。
    [AcountName],[Password],[Full Name],[Group]

    [AccountName]:ログイン名(アルファベットと数字のみ使用可)

    [Password]:パスワード
    [Full Name]:フルネーム(ローマ字:アルファベットのみ使用可)

    [Group]:所属グループ名
    このうち、Full Nameのみ指定任意、他の項目は指定必須
  (2)/etc/group

    グループ未登録チェックに使用
[3.処理]

  (1)実行形式
    useradd [InputFileName]

      InputFileName:ユーザー登録リストファイル
  (2)構成
    useradd:シェルスクリプト。

       指定されたファイルの内容を元にuseradd.awk を実行。
    useradd.awk:AWKスクリプト。ファイルの内容を元にpwを実行。
  (3)pw実行内容
    A.突合用に/etc/groupファイルを読み込み、グループ名を取得。
    B.登録用元ファイルを読み込む。
    C.データレコードの行末がCR+LFの場合、CRを削除。
    D.項目数をチェック(項目数が4でない場合は処理スキップ)

    E.先に取り込んだ既存グループと指定されたグループ名を突合し、
      存在しなかった場合はグループを登録。
    F.以下をパラメータとしてpwを実行。
      ログイン名:ファイルから読み込んだAccountNameを使用
      フルネーム:ファイルから読み込んだFull Nameを使用
      ホームディレクトリ:/noexistent(固定)

      グループ:ファイルから読み込んだGroupを使用
      使用シェル:/usr/bin/passwd(固定)

      パスワード:ファイルから読み込んだPasswordを使用
    G.全てのエントリを処理し終えた後で、エラーユーザーを
      一覧表示する。
[4.留意点] 

(1)ホームディレクトリおよび使用シェル
  本スクリプトはメールアカウント作成を目的としているため、ホームディレクトリは作成しない。また、使用シェルについてはユーザーが登録マシンにメール関連以外のアクセスはしないという前提で、/usr/bin/passwdを選択する。これによりユーザーが登録マシンに対してリモート接続する際はパスワード変更のみ可能とする。
(2)エラー処理
  エラー処理は、基本的に使用するコマンド(pw)に任せるものとする。処理自体は追加処理のみであるため、エラーによる既存データの破壊(変更)は起こり得ないという前提をとっている。
登録の実際

ステップ1

Excelなどを使ってユーザ登録用のデータを作成する。
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ステップ2

作成したファイルをCSV形式（カンマ区切り）で名前を付けて保存する。この時、全角のファイル名（パス名）を付けないように注意する。例えばuser99.csvとする。

ステップ3

DOSプロンプトのftpまたはFFFTPを使ってファイルをUNIXサーバへ転送する。

ステップ4

転送後、rootでファイルを/rootへ移動する（コピーではなく移動すること）。

% su –
# cd

# pwd 

/root

# mv ~kiu/user99.csv .

ステップ5

useraddコマンド（コマンド名注意）をrootのまま実行する

# useradd user99.csv

kiu# ./useradd user99.csv

<User Entry Start.>

Create User  -> hoge01

Create User  -> hoge02

Create User  -> hoge03

Create User  -> hoge04

Create User  -> hoge05

Create User  -> hoge06

Create User  -> hoge07

Create User  -> hoge08

Create User  -> hoge09

Create User  -> hoge10

<User Entry Completed.>

登録されたユーザをvipwや/etc/passwdなどで確認する。

練習

各自10名ほどのユーザを登録してみる。kiu1のユーザはtest0101からtest0110までのユーザを登録する。グループ名はtest01とする。kiu2のユーザはtest0201からtest0210までを登録することとなる。

useraddは同時に1つしか実行することができないので、実行する場合には「○○、これからユーザ登録を行います」と声をかけて、終了時に「○○、作業終わりました」と報告してください。作業中に実行しないようにします。

登録完了後、/etc/passwd,/etc/groupを表示して登録を確認し、今登録したユーザでtelnetできることを確認してください。

補足と注意：

上記useraddスクリプトが無い（または古いと思われる）場合にはサーバからftpで最新版を入手する必要があります。

UNIXサーバに接続後、以下の手順で入手します。

ステップ1

以下の2つのファイルをブラウザを使ってPC上の適当なディレクトリ（c:\tmpなど）に同名で保存する。

http://www.kiu.ad.jp/~shibata/tools/useradd/useradd
http://www.kiu.ad.jp/~shibata/tools/useradd/useradd.awk
ステップ2

DOSプロンプトまたはFFFTPを使ってサーバに転送する。

C:\>cd c:\temp     保存したディレクトリ

C:\TEMP>ftp 10.108.33.51

Connected to 10.108.33.51.

220 kiu.edulab.kashiwa.ed.jp FTP server (Version 6.00) ready

User (10.108.33.51:(none)): kiu

331 Password required for kiu.

Password:

230 User kiu logged in.

ftp> put useradd.html useradd　  # useradd.htmlという名前になっているので

200 PORT command successful.　　　　#　　　コピー先の名前をuseraddとする

150 Opening ASCII mode data connection for 'useradd'.

226 Transfer complete.

62 bytes sent in 0.00 seconds (62000.00 Kbytes/sec)

ftp> put useradd.awk useradd.awk　　#　同様に転送する

200 PORT command successful.

150 Opening ASCII mode data connection for 'useradd.awk'.

226 Transfer complete.

2000 bytes sent in 0.00 seconds (2000000.00 Kbytes/sec)

ftp>quit

ステップ3

UNIXサーバにtelnetしてユーザkiu（ステップ2で利用したユーザ）のディレクトリのファイルをrootユーザのディレクトリへコピーする。

% su –
# cd

# mv ~kiu/useradd .

# mv ~kiu/useradd.awk .

# chmod +x useradd useradd.awk　　　コマンドとして実行できるようにする

2.2設定内容の変更

　登録されたユーザは自身でchpassコマンドを使って設定値を変更できます。この時デフォルトで設定しているエディタ(通常はvi)が起動します。従ってユーザはvi（設定されているエディタ）が使える必要があります。

起動方法：

% chpass

管理者権限で変更する場合は、ユーザ名を付けて起動します。

# chpass hogemi

この場合はすべての項目の変更が可能になります。例えば、ユーザとしては登録するが、シェルを使わせたくない場合は/bin/cshを一端登録しておいて、chpassで/bin/cshの部分をnologinに変更します。

さらに高度な変更方法としてはvipwを使って、直接データベースファイルを変更します。BSDの場合にはユーザ情報は以下のファイルに登録されています。

· /etc/passwd

· /etc/master.passwd

· /etc/group

vipwコマンドは/etc/passwdを編集して/etc/master.passwdと同期させます。/etc/passwdファイルのみを変更しても、変更は有効にならないので注意してください。

# vipwの実行例

2.3パスワードの変更

一般ユーザがパスワードを忘れた場合、管理者が新たにパスワードを設定する以外に回復させる方法はありません。

% su -

# passwd hogemi           ここでhogemiはパスワードを忘れたユーザ

Changing local password for hogemi.　　変更しようとしているユーザ名に注目

New password (8 significant characters):

Retype new password:

passwd: updating passwd database

passwd: done

#

注意）

ユーザ名を忘れるとsuになる前のユーザ（つまりあなた自身）のパスワードが変更されます。

rootのパスワードを変更する場合は、passwd rootのようにすること。

一般ユーザは、passwdのみで自分自身のパスワードを変更できます。

rootのパスワードがわからなくなると回復させるすべは＊ほぼ＊ありません。

練習：

1.自分ログイン名のパスワードをsuで変更します。変更後telnetで再接続して確認します。

2.自分の電話番号とオフィスの名称をchpassで設定します。

2.4登録ユーザの削除

登録ユーザの削除もコマンドラインから行う方法と、対話形式で行うことが可能です。いずれの方法でもユーザのホームディレクトリは残るので、別途削除する必要があります。

　コマンドラインから削除する場合は、ユーザ名を指定してrmuserコマンドを実行します。

kiu# rmuser hogemi

Matching password entry:

hogemi:$1$ws8oIVNY$ClKPoSlW6SYPejYJI/Kvf/:1000:999::0:0:Hogeyama Hogemi:/usr/hom

e/hogemi:/bin/csh

Is this the entry you wish to remove? y

Remove user's home directory (/usr/home/hogemi)? y

Updating password file, updating databases, done.

Updating group file: (removing group hogemi -- personal group is empty) done.

Removing user's home directory (/usr/home/hogemi): done.

Removing files belonging to hogemi from /tmp: done.

Removing files belonging to hogemi from /var/tmp: done.

Removing files belonging to hogemi from /var/tmp/vi.recover: done.

kiu#
#

2.5特別なグループ

　ユーザは誰でもsuコマンドを使ってrootになれるわけではありません。wheelという名前のグループに属している必要があります。グループの情報は/etc/groupに記録されています。登録したユーザが特権ユーザになれるようにするためには/etc/groupのwheelにそのユーザを追加しなければなりません。

# vi /etc/group

として、wheelの行の最後にユーザを追加します。ユーザ間の区切りは,を使います。

3  電子メールサーバ

3.1電子メールサーバの動作確認

注意：
KIU標準のUNIXサーバ(proxy)は現在の設定では電子メールは正常に動作しません。

UUCPによるメール配信を行う場合は、技術部会が別途設定ファイルを配布します。

動作確認

# ps ax|grep sendmail

  105  ??  Is     0:34.88 accepting connections (sendmail)

#

バージョン確認

# telnet localhost 25　　　localhostへport 25でtelnetする

Trying 127.0.0.1...

Connected to localhost.

Escape character is '^]'.　　↓ここにバージョンとローカルバージョンが示される

220 bsdi.tt.kiu.ne.jp ESMTP Sendmail 8.7.3/3.6W-KiU-uucp; Tue, 24 Nov 1998 20:45:19 +0900 (JST)

quit         quitコマンドで終了する

#

再起動

# ps ax|grep sendmail

  105  ??  Is     0:34.88 accepting connections (sendmail)

# kill -9 105      


sendmailの停止

# /usr/sbin/sendmail -bd -q30m
デーモンとして起動

# tail /var/log/maillog    

起動をログで確認

3.2電子メールアドレスの別名設定・リスト設定

ある電子メールアドレスを受け取った際、どのアドレスへ配信するか定義することができます。一般的に、例えば代表アドレスなどは担当者が変更になってもいいように固定的に使用します。これによって、印刷物などに入れることが可能になります。そのメールを複数のユーザに配信することも可能です。

別名の設定は、/etc/aliasesというファイルに定義します。一般的な書式は、

name: adr1,adr2,adr3

で、name宛てのメールをadr1,adr2,adr3へ配信します。もちろん単一のアドレスであっても構いません。例えば、rika宛てのメールをhogemiさんが受け取る場合は、

rika: hogemi

と定義します。また、syakai宛てのメールをmogeyamaさんとsogetaさんと非常勤講師のsabui@sam.sam.ac.jpさんが受け取る場合は、

syakai: mogeyama,sogeta,sabui@sam.sam.ac.jp

と定義すればよいことになります。後者の例は一種のメーリングリストの形式です。

# vi /etc/aliases

設定変更後 newaliasesコマンドを実行しなければ有効になりません。

# newaliases

/etc/aliases: 21 aliases, longest 24 bytes, 259 bytes total

#

設定にミスがあるとエラーが表示されます。表示された場合には必ず解決しておかなければメールの配信動作に影響が出ます。例えば重複行があると

# newaliases

/etc/aliases: line 16: root... Warning: duplicate alias name postmaster

/etc/aliases: 22 aliases, longest 24 bytes, 273 bytes total

のようなメッセージが表示されます。

3.3登録されたアドレスの確認

sendmailへtelnetでlocalhostのport 25へ接続して直接確認します。

3nen1kumi: hogemi

と定義されているとします。

# telnet localhost 25

Connected to localhost.

Escape character is '^]'.

220 bsdi.tt.kiu.ne.jp ESMTP Sendmail 8.7.3/3.6W-KiU-uucp; Tue, 24 Nov 1998 21:27:45 +0900 (JST)

vrfy 3nen1kumi　　　　　　　　　　　　　　 vrfyの後ろにアドレスを書きます

250 <3nen1kumi@bsdi.tt.kiu.ne.jp>　　　アドレスが登録されている

expn 3nen1kumi



　そのアドレスがどこへ配信されるかを確認

250 KIU-Tech <kiu@bsdi.tt.kiu.ne.jp>　kiuというユーザ配信される

vrfy 3nen2kumi                             3nen2kumiを調べてみる

550 3nen2kumi... User unknown

vrfy hogemi                                自分のアドレスが登録されているか確認

250 Hogemi.Mogeyama <hogemi@bsdi.tt.kiu.ne.jp>

quit

#

＃注意：サイトによってはvrfyやexpnを禁止しているところがあります。自分が管理していないホストに対してvrfyやexpnを行うと、不正操作と誤解されるので注意が必要です。なお、vrfy等の操作は全てログに残ります。

# tail /var/log/maillogとして確認してみましょう。

練習：

それぞれ自分のアドレスを1nen3kumi（席順）のようなアドレスにaliaseします。/etc/aliasesファイルを同時に複数のユーザが編集するとファイルが壊れる可能性があるので、以下のようにファイルに直接コマンドラインから追加します。

# cat >> /etc/aliases     
キーボード入力をファイルへ追記しろという指示

1nen1kumu: hogemi　　　　
からなず>を2個入れること（でないと書き換えになる）

CTRL+D                    
改行後CTRL+Dを入れてEnterを押す

#

全員の作業が終わったところでnewaliasesを行います。実行後、各自自分の設定したaliaseを確認します。確認後/var/log/maillogを表示させてvrfyアクセスがあったことを確認します。
4ファイルのバックアップ

　ユーザが増えてくるとマシンダウンやディスククラッシュに備えてバックアップが必須となります。周辺装置がきちんと備わっている場合は、dump/restoreコマンドを利用してバックアップをテープ装置などに行います。

KIUのproxyモデルにはテープ装置がありません。そこで、dumpコマンドではなく、UNIX標準のアーカイブファイルを作成するtarコマンドで必要なファイルのバックアップを行います。アーカイブファイルをサーバ上に作成後、これをFTP（第2回管理者講習会資料参照）を使ってPCへ転送後、なんらかの方法でMO,ZIP,FD等へバックアップします。

4.1 tarの使い方

　tarは指定されたディレクトリ以下を再帰的に探索してアーカイブ形式のファイルを作成します。慣習として拡張子を.tarにします。

4.2 アーカイブの作成

　例えば、現在のディレクトリ以下を/tmp/abc.tarというファイルに保存する場合は、

% tar cvf /tmp/abc.tar ./          

のようにします。cはアーカイブファイルの作成、vは冗長表示、fはアーカイブファイル名の指定を意味します。fを付けた場合は、その後ろにファイル名を指定します。最後の./は現在のディレクトリ以下のファイルを対象とすることを意味します。

例　/etc以下のファイルを全て/tmp/etc.tarに保存する

% su -

# cd /

# tar cvf /tmp/etc.tar ./etc

この例で、最後の./etcはrootディレクトリの下の./etcを意味します。この方法で保存されたものは展開する際に、相対パスで保存されているので他のディレクトリの下に展開することも可能となります。保存する際には相対ディレクトリを指定するようにした方が便利です。

注意：

# tar cvf /tmp/etc.tar /etc で保存したものを展開すると、/etcが書き換えられてしまいます。

練習：

/var/log以下のファイルを/var/foo.tarにアーカイブします。fooは各自のログイン名とします。

% su -

# cd /var

# tar cvf /var/foo.tar ./log

# ls -l /var/foo.tar     自分が作成したファイルが表示される

4.3 アーカイブの展開

例として、/tmp/etc.tarを現在のディレクトリに展開する操作を示します。展開する前には必ず、どのような形式で保存されているか確認する必要があります。相対でディレクトリ名が付いているのかどうかを確認しておくことは重要です。

# tar tvf /tmp/etc.tar    tは実際には展開しないで内容を表示します。

確認できたら、展開するディレクトリを確認した後に、実際に展開を行います。展開のフラグはxです。

# cd /hoo/moo   目的のディレクトリへ移動する

# pwd             ディレクトリを確認する

# tar xvf /tmp/etc.tar

とすることで展開されます。

# tar xvf /tmp/etc.tar ./etc/passwd

等のようにファイル名を付けると、特定のファイルのみを展開します。

練習：

先の練習で作成した/pub/foo.tarを各自のディレクトリへ展開してみます。

% cd 



ホームディレクトリへの移動

% tar tvf /pub/foo.tar  
内容の確認

% tar xvf /pub/foo.tar
内容の展開

% ls



./logというディレクトリが作成されているはず

% ls log


展開されたファイル名が表示される

% rm -r log


後片付け（消しておきます）

参考1：圧縮しながらアーカイブを作成する

ファイルに余裕がない場合、圧縮しながらtarファイルを作成します。

# tar cvf - ./ | gzip > /tmp/abc.tar.gz

ここでcvfの後の-は、標準出力を意味します。gzipは圧縮ツールです。PCに転送する場合なら、

# tar cvf - ./ | gzip > /tmp/abc.taz

というようにtazという拡張子にしておくと内容の判断が楽です。これら圧縮されたファイルを展開する場合は、

# mv /tmp/abc.taz /tmp/abc.tar.gz

# cd /hoo/moo

目的のディレクトリへ移動する

# /usr/local/bin/zcat /tmp/abc.tar.gz | tar xvf -　 最後の-は標準入力を示す

# この後必要なファイルを目的の場所へmvで移動させて復元する

gzipは非標準ツールですがBSDIには実装されています。UNIX標準ではgzipの替わりにcompressと/usr/bin/zcatを使います。

参考2：

特定のディレクトリ以下を別のディレクトリへコピーする場合にもtarは利用することができます。

例えば、/home/hogeを/pub/www/hogeにコピーする場合は以下の様にします。

# cd /home/hoge

# tar cvf - ./ | ( cd /pub/www/hoge; tar xvf - )

5  UUCPサービス

5.1 UUCPによるメールの転送

　UUCP(Unix to Unix CoPy)は電話回線などを利用したUNIXのネットワークとしてかつて、広く利用されました。モデムと電話回線を利用することで電子メールや電子ニュースの記事などを定期的・バケツリレー的に転送する方法です。

専用線ルータによるIP接続を行っている場合は電子メールは瞬時に転送されます。しかし、ISDNによるLAN間接続環境では、その度に電話をかけることになるので、散発的といってもある程度のユーザがいる場合には、電話料金が心配です。そこで、KIUではIP上でUUCPプロトコルを動作させて、一定時間毎にメールの交換を行う方法を実験的に行ってきました。

UUCP環境では？

・web等の利用は従来通り

・hoge小学校の場合、別途 foo@hoge.kiu.ne.jpというアドレスが利用できる

・hoge.kiu.ne.jp上のユーザは学校毎に管理する

・foo@hoge.kiu.ne.jp宛てのメールは一旦uucp.kiu.ad.jpが蓄える

・foo@hoge.kiu.ne.jp宛てのメールはhoge小学校のUNIXサーバへUUCPで到達する

・hoge学校内ではhoge.hoge.kiu.ne.jpをメールサーバとして利用する

・hoge学校内ではhoge.hoge.kiu.ne.jpをPOPサーバとして利用する

・hoge学校内のメールはUUCPで指定した時刻にuucp.kiu.ad.jpへ一括送信される

・Foo.Moo@kiu.ne.jpの宛ての電子メールは従来通りmail.kiu.ne.jpに到達する

・Foo.Moo@kiu.ne.jp宛てのメールをfoo@hoge.kiu.ne.jpへ分岐配信することは可能


ただし、すでにFoo.Moo@kiu.ne.jpを持っている場合に限る

設定変更についてはKIUへ別途依頼しなければならない

5.2 UUCPの発信間隔の設定

　UNIXでは自動実行させたいプロセスをcrontabに記述します。cronというプロセスがこの設定値に従ってプロセスを決められた時刻に実行します。

　内容を表示させるには、

# crontab -l

とします。

# DO NOT EDIT THIS FILE - edit the master and reinstall.

# (/tmp/crontab.11133 installed on Mon Sep 21 16:32:44 1998)

# (Cron version -- =Id: crontab.c,v 2.14 1994/01/26 02:25:50 vixie Exp =)

0 3 * * * /usr/local/etc/delegate.log

30 3 * * * /usr/local/etc/delegate-expire

0 8,10,12,14,16,18 * * * /usr/libexec/uucico -r 1 -s mizuki

#                                                            

この例では8,10,12,14,18時の0分に/usr/libexec/uucico -r 1 -s mizuki

というコマンドを実行します。

この間隔を変更する場合は、

# crontab -e

と-eオプションを付けて実行すると、ファイルの内容が読み込まれた状態でviが起動します。

希望の設定に編集して終了するだけで有効になります。

注意：-eオプションを付けないでcrontabのみ実行すると、標準入力からの入力待ちになります。設定内容を壊す恐れがありますから操作の際には注意が必要です。




付録A．viの使い方

　viは、ほとんどすべてのUNIXシステムに標準で用意されているエディタです。パソコン上の多数のエディタと異なり、viは実際に文字を入力する入力モードと、カーソル移動や検索・置換といった編集操作を行う編集モードの２つのモードを切り替えるて使う方式になっています。viの起動は
% vi

または、
% vi filename

と実行します。ファイル名が既存の場合は、そのファイルを読込んで編集可能な状態となります。ファイル名が存在しない場合は新規に作成されます。vi起動時の状態は編集モードになっています。入力モードと編集モードの切り替えは、
編集モード　→　入力モード：’i’(小文字)を入力
入力モード　→　編集モード：ESCキーを押す
という方法で行います。viの編集モードではアルファベットの入力は(上記の’i’など)、大文字／小文字を区別します。従って、編集モードでの’I’と’i’は異なるコマンドになります。
以下に編集モード時の基本的なコマンドの説明を示します。
［カーソル移動］
j
：　1行下に移動
h
：　1文字分左に移動
k
：　1行上に移動
l
：　1文字分右に移動
b
：　1語分左に移動
w
：　1語分右に移動
^
：　行頭に移動
$
：　行末に移動
?G
：　?行目に移動
G
：　最終行に移動
※上記の移動コマンドは、コマンドの前に数値を指定することができます。例えば、4文字分右に移動する場合は”4l”と入力します。上下左右のカーソル移動は端末タイプによってはカーソル移動キーで動作します。しかし、いろいろなシステムを利用する場合、常にカーソル移動キーが使えるとは限りませんから文字による移動を習得すると楽です。
［挿入／追加］
I
：　現在の位置で文字を入力（挿入）
a
：　現在の位置の1文字後に文字を入力
o
：　現在の位置の下に1行挿入し入力モードに移る
O
：　現在の位置の上に1行挿入し入力モードに移る
※上記のコマンドを実行した場合、viのモードは入力モードになります。
［削除］
x
：　現在の位置の1文字後の文字を削除(DEL)

X
：　現在の位置の1文字前の文字を削除(BS)

dd
：　現在行を削除(カット)

※削除コマンドも移動コマンドと同様にコマンドの前に数値を指定することができます。例えば4文字まとめて削除する場合は”4x”と指定できます。
［検索］
検索コマンドの場合には、’/’と入力すると、画面の最下行に
/

表示され、カーソルがここに移動されます。ここで検索したい語を指定して、Enterを押すと、カーソルの現在位置以降にある検索指定した文字の位置にカーソルが移動します。この後続けて検索を行いたい場合は、行末に向かって検索する場合には’n’を、行頭に向かって検索する場合には’N’を入力すると、順次検索指定文字にカーソルが移動します。検索文字列には正規表現を使うことができます。
［置換］
文字列置換の場合には、まず編集モードで’:’を入力します。’:’を入力すると、画面の最下行に
:

が表示され、カーソルがここに移動されます。ここに
:(開始行),(終了行)s/(置換対象文字列)/(置換文字列)/gc

と指定します。このうち’s’は置換コマンドを意味していますので省略はできません。
行末の’g’と’c’は、それぞれ以下のような意味があります。(この2つは省略可能)

g
：　1行に置換対象文字列が複数あった場合、全て置換


(指定しない場合は最初の１つのみ置換)

c
：　1回の置換毎に確認を要求する


(指定しない場合は一括置換される)

例えば、2行目から10行目までで”mail”という単語を”news”という単語に一括置換したい場合は以下のようになります。
:2,10s/mail/news/g

また、全行に対して置換を行う場合は、行指定の代わりに’%’を入力します。
:%s/mail/news/g

［カット／コピー／ペースト］
dd
：　現在行をカット
Y
：　現在行をコピー
p
：　現在行の次行にペースト
P
：　現在行の前行にペースト
※上記のカット／コピーも、コマンドの前に数値を指定することで複数行を同時に扱うことができます。
［保存／終了］
保存／終了も置換コマンドと同様に、’:’を入力して、画面の最下行に’:’が表示されたときに以下のコマンドを入力することで行います。
q

：　viを終了する　(ZZでも同じ)

q!

：　viを終了する　(強制終了。変更内容は破棄される)

w

：　ファイルを保存する
w (filename)
：　ファイルをfilenameで保存する
※ファイルを編集した後では’q’コマンドでviを終了させることができません。その場合は’w’で変更内容を保存してから再度’q’コマンドで終了するか、’q!’で強制終了するかのどちらかを選択することになります。
指定の時刻になったらUUCPでuucp.kiu.ad.jpに接続するね


それまで外へ行くメールは溜めておくからね





sendmailの定義には


hoge.kiu.ne.jpは自分ね


それ以外はUUCPでuucp.kiu.ad.jpね





sendmailの定義には


hoge.kiu.ne.jpは


hoge.hoge.kiu.ne.jpへ


UUCPでね


それ以外はインターネットへ直接投げるね


UUCPのメールは接続されるまで溜めておくね


と書いてある





hoge.kiu.ne.jpは私へ投げて!!


DNSには


hoge.kiu.ne.jp


	MX 0 uucp.kiu.ad.jp


と書いてある





ユーザはPOPで


hoge.hoge.kiu.ne.jpに溜まったメールを読む


送信する時には


hoge.hoge.kiu.ne.jp


へSMTPするけど、すぐには


送られない





crontab -eで


定義した時間に接続





実験用のサーバ


mizuki.cs.reitaku-u.ac.jp





実習用のサーバ


inu.kiu.ad.jp





実習用のサーバ


neko.kiu.ad.jp





uucpが動作するまで


メールを保存する


ローカル側へはPOPで


メールを配信する





実習環境





UUCPの動作








UNIX管理基礎3

1/18

